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最近外国においては広角偏向の19形および23形114度偏向受像管が作られるようになってきた｡わが国で

は14形が主製品となっている状況を考慮して･これを広角とした16形114度偏向受像管の開発を行なった｡奥

行が従来の14形90度の14WP4より約80mm短く,かつ画面も約15%広いEつまた広角偏向の割に全面フォー

カス性やコントラストなどもよく･実用上ほ差L一つかえないと思われるようなものを執甜ヒすることができた｡

1.緒 言

テレビジョン受像機の奥行きを短縮するために受像管の広角偏向

が要求され50度偏向から70,90,110度偏向へと変遷してきた｡ま

たノミルプの形状も空間利用率の点から九形フェースプレートから角

形フェースプレートに変っている｡今までの角形フェースプレート

には製作上および耐気圧の点からかなりの丸みをもたせていたれ

これをさらに長方形に近づけ,放送される両面のすみずみまで見る

ためにワイドスクェア形と称するものが考えられるようになった｡

これは画面の縦,構の寸法はほぼ一定にして角の丸みをとり,角張

らせたものである｡このため画面は大きくなり17形が19形に,21

形が23形と変り,偏向角も110度から114度になったのがアメリカ

で作られるようになった｡

日本では14形90度偏向受像管が主製ぷ,となっていることより,

われわれは14形をワイドスクェア形にし,かつ広角偏向にした16

形114度偏向受像管の試作を計画した｡

このたび旭特殊硝子株式会社の協力を得てこの種16形受像管の試

作を行なったのでその概要について報告する｡

2.バルブ形状について

われわれの試作バルブはアメリカで作られている19形およぴ23

形のバルブを参考として決定したものである｡弟l図に受像管とし

た場合の形状を示す｡また14形90度,14形110度および本試rFバ

ルブのフェースプレート形状の比較を策2図および弟3図に,主要

寸法を弟1表に示す｡フェースプレートは従来のものより曲 小カ

さく画像が見やすいうえに画面も約15%増大し画像のすみのかけが

少なくなるように設計されている｡

このように画面が大きくなっても奥行きを14形110度と同程度に

するため偏向角114度を採用した｡またノミルブ

同じで画面が大きくなったことによる

畳も14形90度と

量の増大は少ない｡

(左:14形90度,中央:16形114度,
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一般に受像管でいわれている偏向角は対角線方向を示すものであ

るし〕したがってこのバルブでほ第l表に示したように水平および垂

直方向の偏向角は従来の14形110度と大差ない｡すなわち110度と

114度偏向では同一の偏向電力でよいことになる｡なお偏向ヨーク

取付部の外形は110度偏向の場合と同一にし110度用偏向ヨークの

使用を便ならしめている｡しかし対角方向には114度偏向を行なう

ために第4図に示すようにリファレンス線付近の内側の対角径方向

にフルートと称するみぞをつけ,偏向された電子ビームがガラス壁

にあたらないようにし,ネックシャドウがⅢないようにしてある｡

また受像管では内部を高真空とするため大気圧による爆縮につい
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第1図16形受像管外形寸法(単位:mm)
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第1表 バ ル ブ の 比 較

対
水
垂′-1

偏
向
角

℡
ヽ

レ

プ

ネリ

対
長
短′l

外

径

角
平
直
径
径

角 両
面

血
血

径(mm)

ック 直径(mm)
ファレンス線

～フェース項面
･=lこぃ

全 長*(mm)

精
∵
杭

面効有
重

(cm2)

(kg)

*()内は受像管にしたときの品姓名をノ｣ミす｡
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第4図 リファレンス線付近のバルブ形状

て注意しなければならない｡本試作バルブほフェースプレートがフ

ラットフェースに近く,また角張っているが耐気任試験(普通の陣

用状態はl勺外差1気圧であるが強制試験として3.5倍の圧力差をか

ける)では異状なく,14形110度などと比べてなんら差が認められ

なかった｡これはフェースプレートのガラス肉厚が14形110度(約

6.Omm)に比べて若干厚く(約6.5mm),また一つの球面ではなく

端部の曲率を大きくしていること(弟3図参照)などが効児をあら

わしているのではないかと思われる｡すなわち部分的にむりな力を

与えたり,傷をつけたりしないかぎり 縮の心配はないと思われる｡

3.解像度について

受像管のスポット(けい光面上の輝点)は電子銃カソードのクロス

オーバをレンズ系によりけい光面に 束せしめたものである｡した

がって中央のスポット径ほクロスオーバの大きさとレンズ系の倍率

によって決定される｡この倍率G2-G3はレンズ系の作用を無視す

れば簡単にクロスオーバと主レンズの距離と, レンズとけい光面

の距離の比で示される(1)｡第1表に示すように16形114度では14

形90度に比較してリファレンス線とけい光面(すなわち主レンズと

けい光面)の距離が短い｡ゆえに同一形式の電子銃を使えば14形

90度より16形114度のほうが中央スポット径は小さく,中央解像

度が良いことになる｡われわれは全長短縮と次に述べる周辺解像度

の点より400AB4と400CB4の2穐類について試作したが,これ

らについて中央部でのレンズ系の倍率を計算してみると,14WP4

に対し400AB4は88%,400CB4は107%となる.｡この計算ほ初

受 像 管 に つ い て 641
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めに述べたようにG2-G｡レンズを無視したものである｡実際の試

作にあたって400CB4に対しては倍率増大を防止するためG巳-G3

レンズの作用をやや弱くし,中央解像度の改良を行なった｡参考の

た捌こ陰極レンズ系を同一にした受像管を作りラスタ圧縮法により

輝裸幅を比校してみると,14WP4に対し400AB4は90%,400C

B4は99%となった｡400CB4の場合,倍率の概尉直よりも細いの

ほ前記のG2-G3レンズ作用を弱くした効果によるものと思われる｡

次に周辺のスポット径は主レンズからけい光面までの距離の差に

よる集束面のずれ以外にf甜如こよる 束ずれが加わる(2)(弟5図参

照)｡一般に同一形式の電子銃では偏向角が大きくなるにしたがっ

て周辺部のスポットはひずみをうけて大きくなり周辺解像度は低下

する｡この周辺解像度を良くするには適正な偏向ヨークを使う必要

があるが,受像管のほうとしても楓句部における電fビームの直径

を小さくするのが望ましい(8)｡この方法としてはいろいろな方法が

考えられるがおもなものは弟d図に示すように,G2-G3レンズ作用

を強くしてビームの発散角を小さくする方法と,カソードと主レン

ズの距離を短くする方法が考えられる｡前 の方法を主としたもの

が400AB4であり,後者のほうを主としネック短縮(全長短縮)を

もねらったものが400CB4である｡さらに14WP4に比較して周

辺部輝線幅が特に大きくならないように14WP4とほ若丁陰極レン

ズ系を変え全体の輝線幅を小さくするようにした｡これらの電子銃

の写真を第7図に示す｡

周辺解像度は偏向ヨークの影響が大きい(特に広角偏向の場合そ

の影響が大きい),そのため比較が困難であるが一般に使用されて

いる偏向ヨークを使用してラスタ圧縮法により求めた輝線幅を弟

8図に示す｡比較のため14形90度の小犬部を100として

た｡また 東電 ↓力せ｢ノ

l
J
り合の正 ま

わし

つす場合と同様に仝

面が良くなるような値にとった｡このためと偏向ひずみの関係で中

央よりも100mmくらい離れたところが最小の輝線幅となってい
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中央部でほ400AB4,400CB4ともに14WP4より細くなっ

LかL周辺では400AB4は14WP4よりやや太い｡しかしイ

オントラップ什電子銃を位相した14RP4Aと比べれば同等または

それ以下尤のでこの程度でも しつかえないと思われる｡

4･コントラストについて

一般に110度偏向は90度偏向の受像管に比較してコントラストが

悪いことが認められている｡,これはけい光面の光がコーン部のアル

ミニウム映により反射されるものと考えられていたが,コーン部内

面を㍊鉛で黒くLてもコントラストの改~泳が認められなかった｡ゆ

えにコントラストの低下は画面のすみに行くべき電子がネックのリ

フ7レンズ線付近内面やコーン部内面に当り,これが散乱してけい

光両全面に当りコントラストを低下させているものと思われる｡16

形114度偏向ではけい光面が角形のため,すみのむだな箇子がなく,

かつ前に述べたようにリファレンス線付近の内面にフルートと称す

るムぞを付けで電子ビームがあたりにくくしてある｡このため114

度偏向では舞9匡=･こホすように90度偏向よりは悪いが110度偏向

よりほかなり良く,この程度ならば実用上は差Lつかえないと思わ

れる｡

5.ネックシャドウにつし､て

広杓偏向になるに従って注意しなければならないのがネックシャ

ドウである･〕これも偏向ヨークによる㍍響が大きいので90度偏向

との比較ほできない｡同→n■占向ヨークを依って14形110度と16形114

度を比較Lてふると16形114度のほうが約20%裕度(4)が大きい｡

これもリファレンス組付近のバルブ｣ノ涌のフルート(みぞ)が好影

響Lているものと思うし〕

d･月文挟上の注意

114度偏向の場合の取扱上のおもな′托を列記してみると次のとお

～)であるし｡

(1)110度川偏向ヨークでもrむえるがフェースプレートの曲

が′トさいのでそのままではどうしても糸巻ひずみが大きくなる｡

これは仙とマグネットで観賞には支障ない程度に補正できるが,

で計れば114度専_ロー｣のヨークを使うほうが望まい､｡

(2)偏向電力ほ前に述べたように110度と同等と考えて良い｡

(3)ネックは110度と同じく剥恥､ので無理な力をかけないよう

に注意しなければならないし､

(4)し1金ピンはミニアチュア管と類似のハードリード形式とな
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っているので良質のソケットを使用し十分

ったリードを使わなければならない｡

軟性をも

なお参考のためl-J金の寸法を第10図に示す｡全長短

縮のため従 の110度用よりも短くなっている｡

7.結 口

以上16形114度偏向受像管について述べた｡おもな特

長を列記すると次のとおりである.〕

(1)フェースプレートがワイドスクエア形のため画

像のすみずみが欠けることが少なく,普通形の約15%

増しの画†虫iが見られる｡

(2)フラットフェースに近いので画像が見ゃすい｡

(3)114度偏向のため奥行きが短い〔〕

(4)110度偏向のものに比べてコントラストが良い｡

なお14形90度との比較写l■〔を弟】l図に′｣ミす｡

終りに木受像管の開発にあたりバルブ製作尤せ多大なご協力をい

ただいた山崎二I二場長をはじめ旭特殊硝子株ぺ会神の関係者の梓様に

厚くお礼申しあげる｡またrll'現酎′l;所幹部のノブ々をはじめご協プJく

ださった石塚,山田,西沢氏に感謝の意を表す｡

特許 弟278012号

特 許 の

弧 溶 接

第1図に示すように同定鉄心1に巻かれた一次コイル3と二次コ

イル4の問に可動鉄心2を配指しこれを紙面と直角の方向に机入さ

せて溶接′.宣流を調整する′.-E弧溶接川変肝掛こおいて,可動鉄心を第

4図のようなく形状とした場合にほ呵動鉄心の側面を通る漏えい磁

束5が多いため,可動鉄心を外側に引出してもその調合に溶接`-古流

はふえず,可動鉄心移動距離と溶接電流の関係が非由線的となって

電流調整範囲を広くとれない欠点がある｡

第1図 第2図
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第11図 各 受 像 管 の 比 較
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従来i･土1占l定,可動両鉄心の対l和面にテーパーをつけてこの欠点を

補っていたが,この発り‖ま第2,3図に示すように可動鉄心2のり=】1

方向と反対仰の仙｢竃iをその両端a,bより中火部cにかけてlせ‖睦に

形戊することによ/つて11∫動鉄心の側面カ､ら固定鉄心までの距離を長

くし,このl用を通る漏えい磁束を抑冊するようにしたものであるハ

この構造によれば従来のようにl司定鉄心に別のポールピースを取

イ､1~けたり,伍】定鉄心にテーパー加工を施すなどの面倒がなく,小形

畔量で電流l調整範凹]の広い溶接川変肝告を容みに製作することがで

きる｡

(坂 本)

第3図 第4｣冥1




